
なりたい自分へ
～ビジョンをもって進もう～

３年生の皆さん、進級おめでとうございます。附属中学校

の生活もいよいよ最後の年になりました。最上級生として、

また附属中の顔としての１年間が始まります。

今年度は、昨年度中止になった白堊祭も実施される予定です。

新しい形で、今までにない白堊祭を創り上げていくことになるで

しょう。コロナの影響で、以前までは当たり前にできたことが同じようにできないことが

たくさんあります。それでも、「できない」とあきらめるのではなく、「どう工夫したら

できるか」を考えながら、充実した学校生活が送れるようにしていきたいですね。

今までは、先輩の背中を見て生活することが多かったと思いますが、今年は皆さんが先

輩としての姿を見せる番です。最高学年として、一人ひとりが自己を律し、責任ある行動

がとれること。そして、高い志をもって夢や目標の実現に向けて努力できること。１年後

のちょうど今、どんな自分となって一高に進学したいかを想像してみてください。内進生

８期生として、自信と希望に満ちあふれた顔で一高生となれるよう、互いにより高め合う

学年にしていきましょう。この１年間で、それぞれがどんな「軌跡」を描きながら成長し

ていくか、今からとても楽しみです。先生たちも力を合わせて、全力で皆さんのサポート

をしていきますので、一緒に頑張っていきましょう。

保護者の皆さまにおかれましては、日頃より本校の教育活動にご理解ご協力いただき、

ありがとうございます。お子様が附属中に入学してから引き続きこの学年を担当できるこ

とを、たいへん嬉しく思います。義務教育最後となる１年間、保護者の皆さまと共にお子

様の成長を精一杯支援して参りたいと思います。ご家庭でも何か気になることがありまし

たら、遠慮なくご連絡ください。今後とも昨年まで同様、ご支援ご協力の程、よろしくお

願いいたします。 ３学年主任 大田 真知子

◆年度始めの主な予定
６（火）新任式・始業式・クラス集合写真撮影・大掃除・教科書配布

７（水）入学式（新２・３年生は自宅学習日）

８（木）中高合同対面式・学年集会・個人写真撮影・聴力検査

※給食開始

９（金）体位測定・附属中対面式

１２（月）学力推移調査（国・数・英）

～毎朝の検温、マスク着用、手洗い消毒の励行をお願いします～
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〈お世話になる先生方〉
校長（高校兼務） 青木 睦人 先生 中学校教頭 木村 剛 先生

教務主任 比嘉 忠史 先生 生徒指導主事 大和田 徹 先生

進路指導主事 鈴木 賢祐 先生 養護教諭 松永 里美 先生

〈第３学年担当職員〉
学年主任 大田 真知子 （国語） １組担任 椎名 慶典 （理科）

副担任 大貫 啓太 （理科） ２組担任 谷田部 千加子（英語）

〈各教科担当〉
国語：大田 真知子 社会：鈴木 賢祐・耒栖 章太 理科：椎名 慶典

数学：比嘉 忠史・曽我部 拓馬・大久保 博紀・菊池 大輔

英語：谷田部 千加子・中村 秀子・ヴィシュヌ 保体：會川 曹一・廣田 康祐

美術：畑岡 佑輔 音楽：前島 誠 技術：大嶋 暢雄 家庭：橘 容子

～第３学年の学級担任・副担任の先生からのメッセージ～

進級おめでとうございます。今年度も一緒に楽しい時間を過ごせることを幸せに感
じています。卒業式で最高の笑顔になれるように、一日一日を大切に過ごしましょう。
私は、個性の異なるみんながそれぞれ自分の良さを出し合う集団が良いと考えていま
す。苦手なことを克服することも大切ですが、自信をもって生き生きと過ごしてくだ
さい。そして、お互いに相手の個性を認めることでよりよい生き方ができると思いま
す。１年間よろしくお願いします。 １組担任 椎名 慶典

進級おめでとうございます。今年度、２組担任と英語を担当します。みなさんにと
って大切な義務教育最後の１年を一緒に生活できること、嬉しく思います。
この一年は、義務教育のまとめとして何事にも全力で取り組み、たくさんの思い出

を作りましょう。また、高校進学への準備期間として多くのことにチャレンジしてみ
ましょう。その経験こそがみなさんの将来につながります。８期生８０人が笑顔で楽
しく学校生活が送れるよう、全力でサポートしていきます。１年間よろしくお願いい
たします。 ２組担任 谷田部 千加子

みなさん、こんにちは！そして、進級おめでとうございます。副担任として、１年ぶ
りにみなさんと一緒に学習できることを楽しみにしています。３年生は最高学年として
学習や部活動はもちろんのことあらゆる面で学校をリードしてほしいと思います。様々
な活動を通して、多様な価値観を認め、常識を疑い、柔軟な思考ができるリーダーとな
って、進学しましょう。Learn from yesterday, live for today, hope for tomorrow.
The important thing is not to stop questioning. by Albert Einstein

１・２組副担任 大貫 啓太


